
 

戸田市薬剤師会 定例理事会議事録       

 

日 時 令 和 ４ 年 １ 月 １ ８ 日

13:00~15:30 

 

出席者 

染川、野口、小澤、鎌田、鯨井、

芹澤、宮下由 

場 所 多世代交流館 A 会議室 

 

議 題 

1. 報告事項 

• 注射針の回収事業  1/14 環境課担当者面談 

• クイズラリー 振り返り 

• 医療介護ネットワーク会議  資料添付 

• 薬薬連携研修会につい 資料添付 

• 学術講演会について  ２/15(火)19:30〜オンライン開催 東和薬品 

• 新型コロナウイルス感染症 経口抗ウイルス薬の薬局への配分について 

資料添付 

• 代議員・予備代議員立候補の件 

• 戸田市国保運営協議会委員継続の件 

2. 検討事項 

• 災害時備蓄品   ランニングストック詳細について 

• 麻薬供給体制の構築 

• 医薬品流通の改善   現況確認 

• 理事会でのMCSの活用について 

• 薬物乱用防止指導員の推薦について 

3. 進捗確認 

• ステッカー製作 

4. その他 

• 戸田市薬剤師会活動確認 

• その他 

 

 

会議内容 

１． 報告事項 

• 注射針の回収事業  1/14 環境課担当者面談行った。「注射針回収」についての基本的な考え方に

ついて両者で確認。当会として「本質は市民から出るゴミの処理の問題であり、行政としてどう考えてい

くか」との問題提起を行い、市も一度持ち帰って検討することになった。当会側も医師会との擦り合わせ

の必要性について理事より発言あり。染川会長より近日中に話し合いの場を設けるとの回答あった。 

 

記録日 R4.1.18 

記録者 芹澤 



• 医療介護ネットワーク会議 （資料添付） 2/10に会議あり。当会としての意見集約を行った。キーワード

として「入退院連携」「M C Sの薬剤師の参加率」「他職種での顔の見える関係」」の3つ。 

・入退院関係については、加算の取れるくらいに連携を深めたい。 

・M C Sについては患者ごとの部屋には招待してもらわないと入れないこともあり距離感が難しい。 

・他職種との連携に関しては、医療側介護側で話題のベクトルを合わせる必要あり。 

• 薬薬連携研修会について（資料添付）小澤理事より戸田中央HP薬剤部との擦り合わせ過程の説明あ

り。野口副会長より「研修会となっているが、本来の意味合いからすると会議ではないか。研修会は研

修を受けることにより何らかの成果があるが、それがない。S G Dもあるし会議の方が意味合いにおいて

は正しいのではないか。」と意見。小澤理事も理解した上で、コロナ前に企画した研修会の引き継ぎで

あり研修会とした。その経緯をご理解頂きたいとの回答あり。 

• 学術講演会について  ２/15(火)19:30〜オンライン開催 東和薬品 鎌田理事より説明あり。 

• 新型コロナウイルス感染症 経口抗ウイルス薬の薬局への配分について 

（資料添付）当会で２薬局選定したが、そのすぐ後に県薬から手上げのファックスあり。総務委員会ニュ

ースでも戸田市は「第一薬局」「戸田薬局」を選定した旨を広報したので、総務委員長として芹澤副会

長謝罪した。 

• 代議員・予備代議員立候補の件 

代議員「野口副会長」 

予備代議員（新設）「染川会長」 

全会一致で承認された。 

• 戸田市国保運営協議会委員継続の件  染川会長委員継続について全会一致で承認。 

5. 検討事項 

• 災害時備蓄品   ランニングストック詳細について 

前回「マスク１０箱」まで決まったが、薬局によっては人員が少ないとランニングストックにならない可能

性があり、薬局のよっては５個でも良いのではないかとの意見が出た。 

今回は災害時拠出の指示は誰が行うか、について議論。その時の危機管理災害対策委員長が行うこ

ととなった。当会のマスク１０箱分の経費処理、会員薬局側の経費処理について詳細を詰めた。次回も

詳細について継続審議。 

なお、マスクについては大人用、子供用などは各会員薬局に任せるとこになった。 

 

• 医薬品流通の改善   現況確認を行ったが、現状では１回保健所から出してもらった文書の効果はな

かったとの認識で一致した。卸会社の適正出庫と別に、（注文しても納入されない不安から）薬局側で

の買いだめもあるとの状況もあり、アンケート実施するなどして事態を見守ることとなった。 

• 理事会でのMCSの活用については全会一致で承認された。 

• 薬物乱用防止指導員の推薦については、４名（染川、武長、芹澤、伊藤）全員留任となった。 

6. 進捗確認もん 

• ステッカー製作は成塚広報委員長が中心に行っており、芹澤副会長より進捗状況の説明あった。カー

ド会社のステッカーのような両面印刷だと１枚５０００円ほどかかり、片面印刷２枚で２０００円と予算内で

収まることから、芹澤副会長が制作の指示を出した。 

7. その他 

• 戸田市薬剤師会活動確認 今後ペンディングしている議案について順次議論していくこと

で全会一致で確認。 

• その他 

•  



決定事項 

●各薬局不織布マスク１０箱をランニング在庫してもらう。 

●薬薬連携のための Web研修会実施 2/25 

●学術講演会 2/15 東和薬品共催 Web 

●代議員、予備代議員 

●戸田市国保運営協議会委員 

●南部保健所圏域薬物乱用防止協会指導員 

●M C Sでの理事会板の作成と運用 

検討事項 

●注射針回収の広報 

●医薬品流通の改善 

●災害時マスクの具体的な内容について会員薬局へのお知らせ 

●学校薬剤師委員会の活性化 

●ホームページの活用 

●地域連携委員会の運用と当会のサポート体制 

●戸田市の薬剤師の掘り起こし 

●新たな会員区分の創設 

●戸田中央 H P 以外の病院との薬々連携 

●地域における麻薬の在庫と処方側との情報共有のあり方 

●会営薬局の設立 

 

 


